
（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 3名 （回答者数） 2名

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 12名 （回答者数） 12名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 左記の取り組みを徹底して行う

2
家庭訪問の回数を増やし、何かあれば迅速に対応できる
よう今後も取り組んでいく

3
安心して通所していただけるよう、丁寧かつ何かあれば
迅速な対応を心がけていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 現在ホームページを制作中

2
・スペースの広さ、使い方の再検討
・スペースに合った利用人数の調整

3 左記の活動を増やしていく

生活空間を清潔にしている
・毎日の掃除と週一度の床拭き
・２４時間空気清浄機を使用
・使用したマットを毎日消毒している

保護者からの相談や申し入れの対応体制が整備されていて、相
談しやすい環境である

・送迎時に家族と児について話し合い、情報共有している
・定期的な家庭訪問をしている
・何かあればすぐにLINEでやり取りして意見・要望を聞いて
いる

こどもが安心感を持って通所している
・安全に移動している
・二人介助を行っている
・ベッド柵をきちんとしている

保育所や認定こども園、幼稚園など地域の中でほかの
子ども達と活動する機会がない

散歩時にふれあったり、近くの事業所を誘って散歩や一緒にで
きる活動を考えていく
（地域のイベント・行事などに参加するなど）

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

第三者による外部評価で業務改善ができているのか
・SNSで発信している
・自己評価の結果を外部に発信できるようにする

休学日、⾧期休みに入ると狭く感じ、スペースの確保が
できない場合がある

利用者によって必要なスペースの違いがあり、一概に
定員だけが課題ではない

令和7年1月18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年1月6日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 多機能型事業所Ohana Co

○保護者評価実施期間 令和7年1月18日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表（児童発達支援）公表


